
神戸市東灘区の「保久良夢ひろば」へ、
子どもたちが森の手入れや自然の中で遊
ぶイベントに必要な材料費などを支援しま
した。また灘区の「実験広場」へ、材料費
を支援。理科離れしている小学生に、ゲー
ムよりも身近にある面白いことを、実験を
通して伝えるのが目的です。

ほ く ら

自然の生態系を知って
もらいたいとの願いを込めて
保久良夢ひろばで開かれた
「春のこぶしまつり」

毎年８割が
小学生の参加

神戸市西区体育協会へ、「西区ファミリーロードレース大会」
（２月開催）に必要な計測器のレンタル代やゼッケン代などの
運営費を支援しました。同大会は西区の子どもたちに人気が
あり、当日は曇天の中、この大会を励みに日々練習をしてきた
1100人もの小中学生が参加しました。

児童発達支援事業所へ、ブロックなどの遊具を寄贈し
ました。同事業所には、発達支援を必要とする０歳～就
学前の子どもたちが通っています。平面や立体のブロッ
ク遊びを通してイメージが広がり探求心が養えます。発
達段階に応じた遊びができるため、創作意欲を育みます。

ボランティア団体へ、双眼鏡や水槽、保管庫などを寄贈。バードウオッチングや水中
生物観察などを通して、命の大切さを学ぶことを目的としています。また、障がい児
支援団体へ業務用DVDレンタル費を支援。小中学生向けの映画を上映し、テレビ
とは違う映像作品のすばらしさや楽しさを体感することで豊かな心を育みます。

北九州市立子ども図書館へ、18歳以下の子ども向け絵本や科学系書籍
を寄贈。2018年12月に開館した同館は、本のすばらしさや楽しさを子ども
たちに知ってもらい、読書習慣を身に付けてもらうための、いろいろな工夫
をしている図書館です。

市内の保育所へ、尼崎市が推奨している木製ブロック「カプラ」
1000ピースを寄贈。手触りがよく、ニスや防腐剤などの加工もなく安
全に配慮されています。どの年齢の子どもたちも、カプラが増えたこと
でダイナミックに使うことができ、遊びの幅が広がります。

指先の発達と
想像力の養成にも
効果あり

楽しく遊んで
特性を生かし成長して
ほしいと思います
（施設の先生方より）

小さな子どもも
夢中になる
図鑑や絵本

市内のこども園へ、ピクニックハウスを寄贈しました。園内の砂場の
近くに設置し、１～５歳の子どもたちが「クラブハウス」との愛称で、
ごっご遊びなどにいつも利用しています。年齢の違う友だちとの絆も
深まるようです。

　
　
子育て支援センターへ、おもちゃを満載
した専用軽自動車「おでかけGo」に補
充する乳幼児用玩具を寄贈しました。
おでかけGoは、集会所、公園で開催さ
れるお母さん、お父さん同士の出会いと
交流を目的としたイベント先へおもちゃ
を運んでいます。

　
　
上中条青少年センターへ、プロジェク
ターを寄贈しました。11月に小学生た
ちがロボットをつくり操作するイベントを
開催。プロジェクターでロボットの組立
て手順を投影し、子どもたちからは説
明が分かりやすいと好評でした。学童
保育室には絵本を寄贈。読み聞かせ
や読書により、想像力や語彙力、共感
能力の向上に役立ちます。

ご い

滋野 敦士所長

※はこのページで紹介。

おでかけGo

子どもたちから届いたお礼状

子どもたち同士で
洗濯の仕方を
確認し合う場面も

　
　
さまざまな理由により、家庭での養育が困難な
３～19歳までの約50人が入所している児童養
護施設（神戸市）に、全自動洗濯機と乾燥機を
寄贈しました。操作が簡単なタイプで、子どもた
ちに洗濯の習慣を身に付けてもらえそうです。

　神戸製鋼の創立100周年を記念
してスタートした「コベルコ地域社
会貢献基金」は、未来を担う子ど
もたちの成長をサポートする活動
に貢献しています。
　2018年度の支援が子どもたちに
どのように役立っているのかを支援
先に伺い、今回から２号に分けてお
伝えします。

子どもたちから
お礼状をいた
だきました

車内では
赤ちゃんを
寝かせたり
授乳も可能

新しい本に
興味津々

ロボット制作に
夢中の子どもたち

支援先が開催した
映画鑑賞会

コベルコ
地域社会貢献
基金
2018

2018年度支援先一覧
福知山工場 （京都府福知山市）

高砂製作所 （兵庫県高砂市） 大安製造所 （三重県いなべ市） 

播磨工場 （兵庫県加古郡播磨町）

茨木工場 （大阪府茨木市）

神戸本社 （兵庫県神戸市）

神戸製鉄所 （兵庫県神戸市）

神鋼建材工業 （兵庫県尼崎市）

ジャパンスーパーコンダクタテクノロジー （福岡県北九州市）

神戸総合技術研究所 （兵庫県神戸市）

（注）個人情報保護の観点で、一部の写真にぼかし処理を施しています。 MAY 2019 19MAY 201920



藤沢市内の子育て支援
センターへ、乳幼児に必
要なおむつ交換台や滑
り台などのおもちゃを寄
贈。同センターは、栄養
士や助産師、子育てアド
バイザーに子育ての不
安や悩みを相談すること
が可能。無料開放するこ
とで、親子が自由に過ご
せる場を提供しています。

　
　
加古川ソフトボール協会へ、同協会の
事業の１つである「神鋼加古川旗争奪
小学生大会」に必要な備品や会場設
営費を支援しました。スポーツ施策を推
進する加古川市では、市民誰もがス
ポーツに親しみ、つながる共生社会を
実現させるため、スポーツ環境の充実
を図っています。同大会への支援は、
地域の小学生の健全育成に役立って
います。

真岡市内の小中学校へ、ソフトスポンジボールを
寄贈しました。真岡市は、体力テストで小中学生の
体力が全国平均を下回っていたことを機に、「投げ
る力」の育成に力を入れています。休み時間や体
育の準備運動時などに役立っています。

下関市こども発達センターへ、さまざまな訓
練に役立つ知育玩具を支援しました。同施
設は心と体、言語の発達にサポートを必要
とする子どもや障がいのある子どもたちを、
１人ひとりの発達に応じて療育しています。

大垣市の幼稚園・保育園へ、
毎年数園にピクニックガーデ
ンハウスを寄贈しています。大
垣市からは、安全で子どもたち
の心身両面における発育に
役立っていると好評のため、
支援を続けています。

倉吉市内の社会福祉協
議会へサンタクロースの
衣装を寄贈しました。同会
は毎年クリスマスイブに、
経済状況の厳しい家庭や
県外から転入してきたばか
りの家庭、障がいのある３
歳から小学６年生の子ど
もたちにプレゼントを家ま
で届ける活動をしています。

東広島市内の小学校へ、三ツ城音頭に
使用する太鼓や台座などを寄贈。三ツ城
音頭はこの地域の伝統行事で、毎年小学
５年生が和楽器演奏による歌や踊りを披
露する機会を設けることで、この伝統文化
を未来へ引き継いでいます。太鼓が増えて
たくさん練習ができると喜ばれています。

各家庭で準備されたプレゼントに加え、
子どもの好きな文房具や絵本を購入し、

私たちサンタが配りました

２カ月かけて練習を重ね、敬老会や
学芸会などで披露しています

滑り台は
やわらかい素材のため
お母さんたちも安心

当たっても痛くないから
「思いっきり投げられる」と、
人気のソフトスポンジボール

遊びを通してさまざまな
色の区別ができると好評

「いらっしゃいませ」
「ご注文をどうぞ」と
ふだん見聞きした言葉で
やりとりする子どもたち

子育て支援センターから届いたお礼状

　未来を担う子どもたちの成長を
サポートする活動「コベルコ地域
社会貢献基金」。No.86（2019年
５月号）に引き続き、７事業所の
取り組みを紹介します。

コベルコ
地域社会貢献

基金
2018年度

藤沢事業所（神奈川県藤沢市）

加古川製鉄所（兵庫県加古川市）

真岡製造所（栃木県真岡市）

長府製造所（山口県下関市）

西条工場（広島県東広島市）

神鋼造機（岐阜県大垣市）

神鋼機器工業（鳥取県倉吉市）

（注）個人情報保護の観点で、一部の写真にぼかし処理を施しています。
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